
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日時／9 月14 日（金）12：10 開演  会場／河内長野市役所 1 階 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

今年の「かわちながの世界民族音楽祭」はどこかの国のお祭り騒ぎが、ラブリーホール内の様々な場所で朝から
夕方まで繰り広げられます。「ヨーラン・モンソン・バンド」の来日公演をはじめ、のこぎり演奏家の「サキタハヂメ」、
フィドル奏者の「大森ヒデノリ」、アフリカンユニットの「PESE PESE」など、様々なアーティストの公演をお楽しみいた
だけます。誰もが音楽を楽しめる今年の「かわちながの世界民族音楽祭 2012」にご期待ください！ 

                                                     

 
 
 
 
 
 
 

 2012 年 9 月 14 日 (金)12:10 開演 
 

 

 

 

本公演に先立ちお昼休みのひと時、北欧気分を味わってみませんか？ 

今年の「かわちながの世界民族音楽祭」に出演の、スウェーデンのアーティスト「Ｍｉｔｔｆoｌｋ（ミットフォーク）」。本公演に

先立ちまして、河内長野市役所 1 階にてミニコンサートを開催いたします。お昼休みのひと時、北欧気分を味わいに

河内長野市役所まで是非お越しください。（会場/河内長野市役所、 住所/河内長野市原町一丁目 1 番 1 号） 

お問合せ／ラブリーホール TEL 0721-56-6100  〔ホームページ〕 ｈｔｔｐ://www.lovelyhall.com 

 

 

Ｍｉｔｔｆoｌｋ（ミットフォーク） 

ヨーラン・モンソン・バンド（ｆrom スウェーデン） 

北欧でもっともスタイリッシュで楽しいフォーク・トラッド・バンド。 
リーダーのヨーランは、４代にわたる伝統音楽演奏家を受け継ぐ
笛奏者で、最も革新的な音楽家として北欧ではあまりにも有名。
９種類もの笛と全長 1.6m もある巨大笛を演奏することから『北欧
の笛の魔術師！』と呼ばれている。今年は日本初となる音源付
楽譜集 「SWEDISH TRAD.」を発売し、既に全国的に話題に。パ
ーカッションの“ペッテル・ベルンダーレン“、ギターの“ダニエル・
エーク” のトリオバンドで来日。太古から伝わる北欧の深い森の
音をお届けします。 

ミットフォークは 2009 年の秋にスウェーデンで音楽家ヨーラン・モンソンとダニエル・エークという２人の講師の
ワークショップから生まれた、個性豊かな 15 名の若者によるグループ。彼らはチェロ、パーカッション、ベー
ス、ギター、ヴァイオリン、クラリネット、フルート、サックスなど様々な楽器で、スウェーデンの伝統音楽だけで
はなく世界の民族音楽を取り入れた新しい音楽も演奏している。 既に多くのフェスティバルに出演し、迫力あ
るエネルギッシュなステージを展開し、ミットフォークに憧れ、若いプレイヤーが育つ原動力にもなっている。 

９月 16 日（日）開催 かわちながの世界民族音楽祭 2012 公演のご案内  

９月 16 日（日） 11：00～18：00 会場：ラブリーホール･全館  ※詳細はラブリーホールＨＰにて

ミニコンサート 


